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１．研究背景・目的  

 近年，マイクロプラスチック(MP)の環境流出が問題

視されている．日本沿岸では，プラスチック製品の細

片が MP の主な発生源と考えられているが 1)，細片化速

度や，細片となった製品の特定など，定量的なことは

わかっていない．MP は難分解性で，酸化防止剤や難燃

剤などの添加剤に由来する様々な有害化学物質が含ま

れている．また，海水中の毒性のある残留性有機汚染

化学物質(POPs)をゆっくりと吸脱着する特徴を持ち 2)，

化学汚染物の輸送媒体として懸念されている． 

 神奈川県相模湾江の島沿岸では年間約 150 万人の海

水浴客が訪れ 3)，海の家も多く出店しており，ごみの発

生が懸念される．行政及びボランティア団体が海岸の

清掃活動を行っているものの，海岸で処理されたゴミ

は，約 2000 t 前後で推移しており(H3～H26)，海水浴客

が訪れる 7 月から 9 月期に処理量が増加する傾向があ

る 4)．MP は微細で回収困難なため堆積量は明らかにな

っていない．そこで本調査では境川を中心に江の島沿

岸の西側，東側の海岸でサンプルを採取し，MP の現存

量を調査，把握することを目的とした． 

２．研究方法 

現地調査は海開き(2018 年 7 月 1 日)直後の 2018 年 7

月 2 日と海の家閉鎖後の 10 月 15 日の 2 回行い，東京

都および神奈川県を流れ相模湾に注ぐ二級水系の本流

である境川を中心に東西に分けた計 6 ヶ所で表土サン

プルを採取した(図-1)．江の島西側の Stn.1 は，夏場に

出店する海の家出店エリアの西端に位置している．

Stn.2 は，江の島水族館前に位置し，多くの海の家出店

エリアの中心付近であり，Stn.3 は片瀬漁港に隣接して

いる．東側の Stn.4 は境川に近く，江の島大橋横に位置

し，そこから東方向に 200m 程に Stn.5 を設置した．Stn.6

は藤沢市と鎌倉市の境に位置しており，付近に二級河

川の神戸川と腰越漁港を有している．  

採泥は 20 cm × 20 cm のコドラードを用い，ステンレ

ススコップにて表面から 5 cm の深さまで表土を採取し，

2 L ガラス瓶に冷凍保存した．採取した土サンプルは実

験室にて 60℃で乾燥させ，ふるいにかけた．1.00 mm

以上の粒子はルーペを用いて，プラスチックと思われ

るサンプルを摘出した．1 mm 以下の粒子は Nuelle et al.

（2014）により提案された海浜土壌からプラスチック

片を摘出する AIO 法 5)に基づき，NaCl 溶液（0.4 g /ml，

26 w/w％）および，NaI 溶液（1.5 g/ml，60 w/w％）を

用い密度分離を行った．その後，顕微鏡（SZX7，オリ

ンパス株式会社製）を用いプラスチックと思われるサ

ンプルを摘出し，FT-IR（IRAffinity-1S，株式会社島津

製作所製）にて材質を分析した． 

３．研究結果と考察 

各調査地点の調査結果を表-1，表-2 に示す．東側の 

Stn.6 で最も高密度の MP が確認された．地点ごとの MP

分布を図-1 示す．Stn.6 の MP 密度の最高値を単位面積

当たりに換算すると 125 items/m2 となり，これは工業地

帯である三重県四日市市吉崎海岸で確認された 788 

items/m2 6)よりも低密度の結果となった．さらに都市部

から離れた離島である沖縄県石垣島白保海岸で確認さ

れた 275 items/m2 7)よりも低く，MP の堆積量が比較的

少ない可能性が示唆された．Stn.6 は腰越漁港を有し，

腰越漁港の横に二級河川である神戸川の流入も確認さ

れている．次いで MP 密度の高かったのは Stn.1，Stn.3

で, Stn.3 は境川の周辺に位置し，片瀬漁港に隣接してい

る．神奈川県環境科学センターの調査 8)で相模湾では内

陸から海域に流出する MP の影響を大きく受けるとい

う報告もあり，漁港や河川から海域に流入し堆積する

等，内域からの影響が示唆された． 

MP の材質の割合を図-2 に示す．MP の材質はポリエ

チレン(PE)，ポリプロピレン(PP)，ポリスチレン(PS)，

ポリウレタン(PU)，アクリル樹脂(PMMA)，ナイロンが

確認された．PP が多数を占め，次いで PE となってお

り，PP，PE ともに低密度で海水に浮遊する MP である． 
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境川付近の地点では PP の割合が多く，境川を離れるに

つれて PE の割合が高くなっている．本調査で Stn.1 に

あたる鵠沼海岸で確認された MP 材質の割合は PE，PP

が高い 8)という報告もあり，本調査の結果と合致する． 

５．まとめ 

本研究では，神奈川県相模湾江の島沿岸域における

マイクロプラスチックの現存量の把握調査を行った．

その結果，付近に腰越漁港や神戸川を有する Stn6 で最

も多くの MP が確認された．今後サンプル数を増やした

より詳細な分布調査行い，調査回数を増やし夏季の海

水浴シーズンが MP の堆積量に与える影響等，季節ごと

の MP 堆積量の変化明らかにしたい．また河川水中に含

まれる MP 量を調査し，陸域から河川を通じた海洋との

MP の水平輸送を把握する等，MP の輸送経路の検証が

重要と考えられる． 
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Investigation sites  Station 
MP density 

[items/sample] 
Material 

Enoshima 

beach 

West side 

Stn.1 0 NA 

Stn.2 2 PE，PP 

Stn.3 4 PP，PMMA 

East side 

Stn.4 1 PP 

Stn.5 2 PP 

Stn.6 5 PE，PP 

Investigation sites  Station 
MP density 

[items/sample] 
Material 

Enoshima 

beach 

West side 

Stn.1 4 PP，PE，PU 

Stn.2 1 PP 

Stn.3 0 NA 

East side 

Stn.4 0 NA 

Stn.5 0 NA 

Stn.6 3 PE，PS，Nylon 

図-1 調査地点図及び MP 分布 

表-1  MP 密度と材質 (2018 年 7 月) 

表-2  MP 密度と材質 (2018 年 10 月) 

図-2  MP の材質割合 
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